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(57)【要約】
【課題】ユーザに対してインタラクティブ（対話型）に
商品出品のための撮影ガイドが可能な商品出品支援シス
テム等を提供できる。
【解決手段】出品対象の商品の分類を示すカテゴリー情
報の選択を受け付ける受付部と、カテゴリー情報に基づ
いて、ユーザに対して撮影をアシストするための撮影ガ
イド情報を出力する出力部と、出力された撮影ガイド情
報に対応付けて、出品対象の商品の撮影指示を受け付け
る撮影部と、撮影ガイド情報及び撮影部により撮影され
た出品対象の商品を表す画像情報を記憶する記憶部と、
を備え、出力部は、記憶部に記憶された前回の撮影ガイ
ド情報又は画像情報の少なくともいずれか一つに基づい
て、次の撮影をアシストするための新たな撮影ガイド情
報を出力する商品出品支援システム。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　出品対象の商品の分類を示すカテゴリー情報の選択を受け付ける受付部と、
　前記カテゴリー情報に基づいて、ユーザに対して撮影をアシストするための撮影ガイド
情報を出力する出力部と、
　前記出力された撮影ガイド情報に対応付けて、出品対象の商品の撮影指示を受け付ける
撮影部と、
　前記撮影ガイド情報及び前記撮影部により撮影された出品対象の商品を表す画像情報を
記憶する記憶部と、を備え、
　前記出力部は、前記記憶部に記憶された前回の前記撮影ガイド情報又は前記画像情報の
少なくともいずれか一つに基づいて、次の撮影をアシストするための新たな撮影ガイド情
報を出力する
商品出品支援システム。
【請求項２】
　前記カテゴリー情報に基づいて、前記記憶部に記憶される撮影ガイド情報を取得し、前
記記憶部に記憶された前回の前記撮影ガイド情報又は前記画像情報の少なくともいずれか
一つに基づいて、次の撮影をアシストするための新たな撮影ガイド情報を取得する取得部
をさらに備え、
　前記出力部は、前記取得部が取得した撮影ガイド情報を出力すること、
を特徴とする請求項１に記載の商品出品支援システム。
【請求項３】
　前記撮影部は、端末装置のカメラであって、
　前記出力された撮影ガイド情報は、前記端末装置のカメラのファインダー画面に表示さ
れるガイド画像であること
を特徴とする請求項１又は２に記載の商品出品支援システム。
【請求項４】
　出力された撮影ガイド情報は、表示又は音声出力されるアドバイスメッセージであるこ
と
を特徴とする請求項１又は２に記載の商品出品支援システム。
【請求項５】
　前記取得された撮影ガイド情報に基づいて、前記撮影部の撮影設定を補正する補正部を
さらに備え、
　前記出力部は、前記撮影ガイド情報、前記補正された撮影設定を示す撮影設定情報及び
撮影された画像情報に基づいて、次の撮影をアシストするための撮影ガイド情報を出力す
ること
を特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の商品出品支援システム。
【請求項６】
　前記撮影設定は、前記撮影部の焦点、色合い又は明るさの設定の少なくともいずれか一
つの設定であること
を特徴とする請求項５に記載の商品出品支援システム。
【請求項７】
　前記取得部は、前記撮影された画像情報に基づいて、前記出品する商品の商品情報を取
得し、
前記商品情報に基づいて前記新たな撮影ガイド情報を更新する更新部をさらに備えること
を特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載の商品出品支援システム。
【請求項８】
　前記受付部は、さらに、前記出品する商品の商品情報の入力を受け付けて、該入力され
た商品情報の項目数をカウントし、
　前記出力部は、前記カウントされた項目数に基づいて、出品対象の商品の販売金額候補
又は査定額を出力すること、
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を特徴とする請求項１乃至７のいずれか１項に記載の商品出品支援システム。
【請求項９】
　コンピュータに、
　出品対象の商品の分類を示すカテゴリー情報の選択を受け付ける受付機能と、
　前記カテゴリー情報に基づいて、ユーザに対して撮影をアシストするための撮影ガイド
情報を出力する出力機能と、
　前記出力された撮影ガイド情報に対応付けて、出品対象の商品の撮影指示を受け付ける
撮影機能と、
　前記撮影ガイド情報及び前記撮影部により撮影された出品対象の商品を表す画像情報を
記憶する記憶機能と、を備え
　前記出力機能は、前記記憶部に記憶された前回の前記撮影ガイド情報又は前記画像情報
の少なくともいずれか一つに基づいて、次の撮影をアシストするための新たな撮影ガイド
情報を出力する
商品出品支援プログラム。
【請求項１０】
　出品対象の商品の分類を示すカテゴリー情報の選択を受け付けて、
　前記カテゴリー情報に基づいて、ユーザに対して撮影をアシストするための撮影ガイド
情報を出力し、
　前記出力された撮影ガイド情報に対応付けて、出品対象の商品の撮影指示を受け付け、
　前記撮影ガイド情報及び前記撮影部により撮影された出品対象の商品を表す画像情報を
記憶し、
　記憶された前回の前記撮影ガイド情報又は前記画像情報の少なくともいずれか一つに基
づいて、次の撮影をアシストするための新たな撮影ガイド情報を出力する
商品出品支援方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、商品出品支援システム、商品出品支援プログラム及び商品出品支援方法であ
って、特に出品内容の画像を用いた商品出品支援プログラム及び商品出品支援方法に関す
るものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、インターネット販売・オークション等のサービスにおいて、ユーザの商品の出品
を支援する技術が多数存在する。
【０００３】
　従来技術において、出品者の商品情報の入力を支援するため、特許文献１においては、
対象の商品の商品画像と類似する画像の商品に関する商品情報を用いて出品ページを作成
する技術が開示されている。特許文献２においては、インターネット・オークションの取
引手続きの方法が面倒である、あるいは、手続きの方法がわからないといった課題に対し
て、誰もが単にインターネット・オークションを利用するために、インターネット・オー
クションへの出品物を載置するための載置台と、載置台に載置された出品物の画像を撮影
する撮影装置に関する技術が開示されている。さらに、特許文献３においては、商品の属
性を特定可能な商品特定情報を受け付けて、特定された商品の属性に対応する指定情報（
商品の特徴部分を特定可能なガイド画像）に基づいて、商品の特徴部分を指定して撮影を
ユーザに要求する技術が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１４－１１５９１２号公報
【特許文献２】特開２００８－０６５７４１号公報
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【特許文献３】国際公開第２０１５／１５１１８２号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ここで、ユーザが保有する携帯端末で手軽に、また、出品したものが良く見えて売却さ
れやすくなるように、適切な写真画像（綺麗な画像、売れる画像、ポイントが押さえられ
ている画像）を撮りたいというニーズが存在する。
【０００６】
　特許文献１及び２に開示される従来技術においては、撮影はあくまでユーザ本人の観点
によって撮影するしかなく、または、載置台まで出品商品を持って行って撮影する必要が
あり、当該ニーズに対して十分ではなかった。
【０００７】
　一方、特許文献３に開示される従来技術においては、商品の特徴部分を特定可能なガイ
ド画像である指定情報に基づいて、商品の特徴部分を指定してユーザに撮影を要求する要
求手段を備えるため、商品の特徴をおさえて写真画像を撮ることができるが、出品する商
品に対して様々な角度から複数画像撮影する必要がある場合に、直前の指定に基づく撮影
結果が次の指定に反映されず、複数画像を撮るための一連のガイドにおいて柔軟性に欠け
るという問題があった。
【０００８】
　そこで、本発明は、上記のような課題に鑑み、ユーザが保有する携帯端末等で商品出品
のための写真撮影をする際に、撮影アシストのための撮影ガイド情報を出力し、かつ、複
数回撮影する場合に、前回のガイド情報及び当該撮影ガイド情報に対応する撮影画像をふ
まえて次の撮影ガイド情報を出力することができる、商品出品支援システム、商品出品支
援プログラム及び商品出品支援方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明に係る商品出品支援システムは、出品対象の商品の分類を示すカテゴリー情報の
選択を受け付ける受付部と、カテゴリー情報に基づいて、ユーザに対して撮影をアシスト
するための撮影ガイド情報を出力する出力部と、出力された撮影ガイド情報に対応付けて
、出品対象の商品の撮影指示を受け付ける撮影部と、撮影ガイド情報及び撮影部により撮
影された出品対象の商品を表す画像情報を記憶する記憶部と、を備え、出力部は、記憶部
に記憶された前回の撮影ガイド情報又は画像情報の少なくともいずれか一つに基づいて、
次の撮影をアシストするための新たな撮影ガイド情報を出力する。
【００１０】
　さらに、本発明に係る商品出品支援システムは、カテゴリー情報に基づいて、記憶部に
記憶される撮影ガイド情報を取得し、記憶部に記憶された前回の撮影ガイド情報又は画像
情報の少なくともいずれか一つに基づいて、次の撮影をアシストするための新たな撮影ガ
イド情報を取得する取得部を備え、出力部は、取得部が取得した撮影ガイド情報を出力し
てもよい。
【００１１】
　さらに、本発明に係る商品出品支援システムにおいて、撮影部は、端末装置のカメラで
あって、出力された撮影ガイド情報は、端末装置のカメラのファインダー画面に表示され
るガイド画像であってもよい。
【００１２】
　また、本発明に係る商品出品支援システムにおいて、出力された撮影ガイド情報は、表
示又は音声出力されるアドバイスメッセージであってもよい。
【００１３】
　さらに、本発明に係る商品出品支援システムは、取得された撮影ガイド情報を基づいて
、撮影部の撮影設定を補正する補正部を備え、出力部は、撮影ガイド情報、補正された撮
影設定を示す撮影設定情報及び撮影された画像情報に基づいて、次の撮影をアシストする
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ための撮影ガイド情報を出力してもよい。
【００１４】
　さらに、本発明に係る商品出品支援システムにおいて、撮影設定は、撮影部の焦点、色
合い又は明るさの設定の少なくともいずれか一つの設定であってもよい。
【００１５】
　さらに、本発明に係る商品出品支援システムにおいて、取得部は、撮影された画像情報
に基づいて、出品する商品の商品情報を取得し、商品情報に基づいて新たな撮影ガイド情
報を更新する更新部をさらに備えてもよい。
【００１６】
　さらに、本発明に係る商品出品支援システムにおいて、受付部は、さらに、出品する商
品の商品情報の入力を受け付けて、当該入力された商品情報の項目数をカウントし、出力
部は、カウントされた項目数に基づいて、出品対象の商品の販売金額候補又は査定額を出
力してもよい。
【００１７】
　本発明に係る商品出品支援プログラムは、コンピュータに、出品対象の商品の分類を示
すカテゴリー情報の選択を受け付ける受付機能と、カテゴリー情報に基づいて、ユーザに
対して撮影をアシストするための撮影ガイド情報を出力する出力機能と、出力された撮影
ガイド情報に対応付けて、出品対象の商品を撮影する撮影機能と、撮影ガイド情報及び当
該撮影ガイド情報に対応付けられた出品対象の商品の画像情報を記憶する記憶機能と、を
備え出力機能は、記憶部に記憶された前回の撮影ガイド情報又は当該撮影ガイド情報に対
応する撮影された出品対象の商品の画像情報の少なくともいずれか一つに基づいて、次の
撮影をアシストするための新たな撮影ガイド情報を出力する。
【００１８】
　本発明に係る商品出品支援方法は、出品対象の商品のカテゴリー情報の選択を受け付け
て、カテゴリー情報に基づいて、ユーザに対して撮影をアシストするための撮影ガイド情
報を出力し、出力された撮影ガイド情報に対応付けて、出品対象の商品を撮影し、撮影ガ
イド情報及び当該撮影ガイド情報に対応付けられた出品対象の商品の画像情報を記憶し、
記憶された前回の撮影ガイド情報又は当該撮影ガイド情報に対応する撮影された出品対象
の商品の画像情報の少なくともいずれか一つに基づいて、次の撮影をアシストするための
新たな撮影ガイド情報を出力する。
【００１９】
　なお、以上の構成要素の任意の組合せ、本発明の表現を方法、装置、システム、コンピ
ュータプログラム、データ構造、記録媒体などの間で変換したものもまた、本発明の態様
として有効である。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によれば、ユーザが保有する携帯端末等で商品出品のための写真を複数回撮影す
る際に、前回の撮影ガイド情報及び当該撮影ガイド情報に対応する撮影画像をふまえて、
次の撮影をアシストするための撮影ガイド情報を出力することができる。そのため、ユー
ザに対して前回の撮影に応じた撮影ガイドが可能な商品出品支援システム、商品出品支援
プログラム及び商品出品支援方法を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の一実施形態に係る商品出品支援システムのシステム構成例を示す図であ
る。
【図２】本発明の一実施形態に係る商品出品支援システムの機能構成例を示す図である。
【図３】本発明の一実施形態に係る端末装置の表示部に表示される画面例を示す図である
。
【図４】本発明の一実施形態に係る端末装置の表示部に表示される画面例を示す図である
。
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【図５】本発明の一実施形態に係る端末装置の表示部に表示される画面例を示す図である
。
【図６】本発明の一実施形態に係る商品出品支援システムの構成例を示す図である。
【図７】本発明の一実施形態に係る商品出品支援システムの動作例を示す図である。
【図８】本発明の一実施形態に係る端末装置の表示部に表示される画面例を示す図である
。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
＜一実施形態＞
　以下、図面を参照して本発明の一実施形態について説明する。
【００２３】
（システム構成）
　図１は、本発明の一実施形態における商品出品支援システムのシステム構成例を示すシ
ステム図である。
【００２４】
　図１に示すように、商品出品支援システム１００は、情報処理装置２００、端末装置３
００、ネットワーク４００（ＩＰネットワーク等）を含む。
【００２５】
　情報処理装置２００は、ネットワーク４００を介して、端末装置３００と接続される。
なお、図１において、説明を簡単にするために、情報処理装置２００は３台、端末装置３
００は２台ずつ示してあるが、これ以下でもこれ以上存在してもよいことは言うまでもな
い。
【００２６】
　情報処理装置２００は、データの取得、生成、更新等の演算処理及び加工処理のための
処理能力のあるコンピュータ機器であればどの様な電子機器でもよく、例えば、パーソナ
ルコンピュータ、サーバ、メインフレーム、その他電子機器であってもよい。
【００２７】
　情報処理装置２００は、具体的には、プロセッサによって装置全体が制御されている処
理装置であってもよい。当該プロセッサには、バスを介して、ＲＡＭ、ＲＯＭ及びハード
ディスクドライブ等の記憶装置（記憶部２３０）、入出力インタフェース、通信インタフ
ェース（ＮＩＣ）等が接続されて構成されている。当該記憶装置は、制御部２１０におけ
る各種処理に必要となる各種処理データやプログラムを記憶する機能を有している。当該
入出力インタフェースには、ディスプレイ、キーボード、マウス、外付け記憶媒体等の入
出力装置が接続されている。当該通信インタフェースには、ネットワーク４００が接続さ
れている。
【００２８】
　また、情報処理装置２００は、商品出品支援システム１００専用のソフトウェアやハー
ドウェア、ＯＳ等を設けずに、クラウドサーバによるＳａａＳ、Ｐａａｓ、ＩａａＳを適
宜用いてもよい。
【００２９】
　端末装置３００ａ、３００ｂは、商品出品支援システムを利用するユーザが保有する携
帯端末等の電子機器であればよく、例えば、携帯端末、タブレット端末、スマートフォン
、ウェアラブル端末、パーソナルコンピュータ等、その他端末機器であってもよい。なお
、以下においては、特に区別の必要がない場合に、端末装置３００ａ、３００ｂを総称し
て、端末装置３００と記載する。
【００３０】
　ネットワーク４００は、例えば、ＩＰネットワークである。ネットワーク４００は、Ｉ
Ｐネットワークであれば、無線であっても有線であっても無線と有線の組み合わせであっ
てもよく、例えば、無線による通信であれば、端末装置３００は、無線ＬＡＮアクセスポ
イント（不図示）にアクセスし、ＬＡＮやＷＡＮを介して情報処理装置２００と通信して
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もよい。また、ネットワーク４００は、これらの例に限られず、例えば、公衆交換電話網
やブルートゥース（Bluetooth（登録商標））、光回線、ＡＤＳＬ回線、衛星通信網など
であってもよい。
【００３１】
　ここで、図３～５を用いて、本発明の一実施形態に係る商品出品支援システム１００の
概要について説明する。図３、図４及び図５は、本発明の一実施形態に係る端末装置の表
示部に表示される画面例を示す図である。
【００３２】
　図３（ａ）に示すように、ユーザはスマートフォン等の端末装置３００から出品対象の
商品に該当するカテゴリーを選択する。本例では、「ハンドバッグ」を選択した例を示す
。商品出品支援システム１００において、選択したカテゴリー情報は、操作入力部３５１
を介して受付部３１１に受け付けられる。
【００３３】
　図３（ｂ）に示すように、商品出品支援システム１００は、受付部３１１に受け付けら
れたカテゴリー情報に基づいて、ユーザに対して撮影をアシストするためのハンドバッグ
の正面を向かせるように置かれた状態を示す白抜きの補助線のガイド画像データを端末装
置３００のカメラのファインダー画面等の撮影部３６０に表示し、また、表示部３４１に
「正面から撮影しましょう」といったアドバイスメッセージが表示してもよい。
【００３４】
　ユーザが図３（ｂ）に示した撮影ガイドに従って、撮影部３６０に対して画角を指定し
て撮影を実行する、「写真を決定」とテキスト表示の横に配置した操作ボタンである操作
入力部３５１を介して操作入力を行うと表示されたガイド画像データ等に対応付けて商品
が撮影される。
【００３５】
　次に、商品出品支援システム１００は、前回撮影された撮影ガイド情報及び撮影された
画像情報に基づいて次回の撮影ガイド情報を出力する。
【００３６】
　ここで「画像情報」とは、撮影部３６０によって撮影された出品対象の商品等を表す静
止画又は動画データであり、二次元データであっても三次元データであってもよい。また
、撮影日時、撮影場所（緯度経度等の位置情報）等の付帯情報を含めてもよい。
【００３７】
　商品出品支援システム１００は、具体的には、例えば、前回撮影された撮影ガイド情報
が正面から撮影することをガイドするものであった場合、正面の次は底面と順序付けを予
め記憶して、次は底面から撮影することをガイドするものであると判定して、図３（ｃ）
に示すように底面から撮影するよう、ユーザに対して撮影をアシストするためのハンドバ
ッグの底面を向かせるように置かれた状態を示す白抜きの補助線のガイド画像データ及び
「底面から撮影しましょう」といったアドバイスメッセージを端末装置３００に表示出力
してもよい。
【００３８】
　また、商品出品支援システム１００は、前回撮影された撮影ガイド情報及び撮影された
画像情報に基づいて、十分な画像が撮れていないと判定して、再び図３（ｂ）に示す撮影
ガイド情報を出力してもよい。当該判定にあたっては、例えば、撮影ガイド情報と撮影さ
れた画像情報を画素単位に分割して一致点と不一致点を算出して、当該算出結果より整合
率を求めて、所定の整合率を基準として、当該整合率以上か当該整合率より小さいか判定
することで比較して、十分な画像が撮れていないと判定してもよい。
【００３９】
　商品出品支援システム１００をこのように構成することで、出品対象の商品を複数回撮
影するにあたって、インタラクティブ（対話型）に撮影アシストを実現することができ、
ユーザにとって使い勝手のよい商品出品支援システム１００を提供することができる。
【００４０】
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　また、商品出品支援システム１００は、図４（ａ）に示すように、「傷や痛みを大きく
撮影しましょう」といったアドバイスメッセージのみ端末装置３００に表示してもよい。
また、それぞれの撮影ガイド情報に「必須」「任意」といったように優先順位をつけて、
前回の撮影ガイド情報が「必須」だった場合、かつ、十分な画像が撮れていないと判定し
た場合には、再度同じ撮影ガイド情報を表示し、一方、前回の撮影ガイド情報が「任意」
だった場合、十分な画像が撮れていないと判定しても次の撮影ガイド情報に進むよう表示
してもよい。このように構成することで、柔軟性を持たせて撮影アシストを行うことがで
きる。
【００４１】
　また、商品出品支援システム１００は、図４（ｂ）に示すように、「レザーや金属のブ
ランド刻印が購入者の安心につながります」といったアドバイスメッセージ及び同じ種類
の商品のフォーカスすべき箇所（ブランドの刻印が刻まれた箇所）をフォーカスした写真
画像データをポップアップ表示で表示してもよいし、図４（ｃ）に示すように、「レザー
や金属のブランド刻印が購入者の安心につながります」といったアドバイスメッセージ単
体を端末装置３００に表示してもよい。
【００４２】
　さらに、商品出品支援システム１００は、図５（ａ）に示すように、専門家が着目する
ポイントを示すよう「ボタンやファスナーなどの金具を撮影すると購入されやすくなりま
す」といったアドバイスメッセージ及び当該金具の写真画像を含めたポップアップ表示を
したり、「金具を大きく撮影しましょう」といったアドバイスメッセージを表示したりし
てもよい。また、商品出品支援システム１００は、図５（ｂ）に示すように、専門家が着
目するポイントを示すよう「シリアルナンバーのわかるものや保証書を撮影すると親切で
す」といったアドバイスメッセージ及び当該シリアルナンバーや保証書の写真画像を含め
たポップアップ表示をしたり、「シリアルナンバーや保証書を撮影しましょう」といった
アドバイスメッセージを表示したりしてもよい。このように、商品出品支援システム１０
０は、ユーザが、専門家が有する知識なくしても、出品対象の商品が評価されやすいよう
にインタラクティブ（対話型）かつ的確に出品対象の商品を撮影することをアシストする
ことができる。
【００４３】
　商品出品支援システム１００は、前回までの撮影ガイド情報及び当該撮影ガイド情報に
対応付けられた出品対象の商品の画像情報に基づいて、一通り撮影が完了したと判定する
と、図５（ｃ）に示すように、これまで撮影した出品対象の商品の画像情報をまとめて表
示し、出品のための商品情報（アイテム情報）の入力画面を表示してもよい。ユーザが当
該入力画面の入力項目に商品情報を入力し、「出品する」と示した操作ボタンをタップす
ると、出品処理が実行され、当該画像情報及び入力情報をもって、出品商品として公開さ
れてもよい。また、図５（ｃ）に示すように、これまで撮影した出品対象の商品の画像情
報をまとめて、出品のための商品情報（アイテム情報）の入力画面を表示する際に、当該
画像情報に基づいて取得した商品情報を予め入力項目に入力した状態で表示してもよい。
このように構成することで、ユーザの入力操作の手間を省くことができ、使い勝手のよい
商品出品支援システムを提供することができる。
【００４４】
　（機能構成）
　図２は、本発明の一実施形態における商品出品支援システム１００の機能構成例を示す
図である。図２に示すように、商品出品支援システム１００は、情報処理装置２００と、
端末装置３００とを含む。具体的には、商品出品支援システム１００は、出品対象の商品
の分類を示すカテゴリー情報の選択を受け付ける受付部３１１と、カテゴリー情報に基づ
いて、ユーザに対して撮影をアシストするための撮影ガイド情報を出力する出力部３４０
と、出力された撮影ガイド情報に対応付けて、出品対象の商品の撮影指示を受け付ける撮
影部３６０と、撮影ガイド情報及び撮影部３６０により撮影された出品対象の商品を表す
画像情報を記憶する記憶部３７０と、を備え、出力部３４０は、記憶部３７０に記憶され
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た前回の撮影ガイド情報又は画像情報少なくともいずれか一つに基づいて、次の撮影をア
シストするための新たな撮影ガイド情報を出力するものである。このような構成とするこ
とで、ユーザに対して、前回の撮影ガイド情報及び当該撮影ガイド情報に応じて撮影され
た画像情報に基づいて、撮影ガイド情報を出力することができるため、インタラクティブ
な撮影アシストを提供することができる。
【００４５】
（情報処理装置２００）
　情報処理装置２００は、図２に示すように、制御部２１０、通信部２２０、記憶部２３
０を含んで構成される。
【００４６】
　制御部２１０は、取得部２１１、生成部２１２、更新部２１３を備え、情報処理装置２
００の各機能部を制御する機能を有するプロセッサである。
【００４７】
　制御部２１０は、一例として、端末装置３００又は情報処理装置２００の各機能部から
の処理要求に基づいて、記憶部２３０に記憶されているカテゴリー情報等の各種情報を参
照、更新又は削除処理をし、当該処理結果を端末装置３００において出力するための出力
情報を生成してもよい。この場合、生成した出力情報は、通信部２２０及びネットワーク
４００を介して端末装置３００に送信される。
【００４８】
　取得部２１１は、記憶部２３０に記憶された各種情報のうち、所定の条件に合致する情
報を検索して取得する機能を有する。取得部２１１は、例えば、端末装置３００の受付部
３１１が受け付けたカテゴリー情報に基づいて撮影ガイド情報を取得する機能を有しても
よい。取得部２１１は、当該カテゴリー情報を端末装置３００からネットワーク４００及
び通信部２２０を介して伝達されてもよい。
【００４９】
　また、取得部２１１は、取得した撮影ガイド情報を端末装置３００の出力部３４０にネ
ットワーク４００及び通信部２２０を介して伝達してもよい。取得部２１１は、取得した
撮影ガイド情報に基づいて、次の撮影をアシストするための新たな撮影ガイド情報を取得
してもよい。取得部２１１は、取得した撮影ガイド情報に紐づく後に繋がる撮影ガイド情
報を検索し、取得してもよい。撮影ガイド情報同士の紐付けは、例えば、一連の撮影ガイ
ド情報の識別番号を記憶してもよいし、それぞれの撮影ガイド情報に先に繋がる、又は、
後に続く撮影ガイド情報の識別番号を各々記憶してもよい。取得部２１１は、このように
紐付けされた撮影ガイド情報を検索し、取得する。取得部２１１は、出品対象の商品につ
いて、（１）撮影部３６０で撮影された商品の画像情報、（２）商品情報、（３）入力部
３５０で入力された入力情報、（４）受付部３１１で算出された出品対象の商品の販売金
額候補又は買取の査定額の情報等を含めて出品情報を生成してもよい。取得部２１１は、
生成した出品情報を記憶部２３０に記憶し、また、端末装置３００の出力部３４０に対し
、図５（ｃ）に示すように出力するために伝達してもよい。
【００５０】
　ここで「カテゴリー情報」とは、出品対象の商品の分類を示す情報である。例えば、カ
テゴリー情報は、商品の撮影ガイド情報を取得するためのキー情報として用いられる。具
体的には、図３（ａ）に示すように、出品対象の商品が「バッグ」であれば、バッグの種
類「クラッチバッグ」、「ハンドバッグ」、「トートバッグ」等を示す。また、カテゴリ
ー情報は、このような種類での分類以外にも、製造販売元のメーカー又はブランドでの分
類、料金帯での分類、購買層での分類、色又は大きさでの分類を含んでもよい。
【００５１】
　また、ここで「撮影ガイド情報」とは、出品対象の商品を撮影しようとするユーザに対
して当該撮影をアシストするための情報である。例えば、専門家のように出品対象が売却
されやすく綺麗に撮影するポイントや、出品対象の真贋ポイント等をもって撮影方法の案
内を示す情報である。撮影ガイド情報は、具体的には、ユーザが保有する端末装置３００
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の撮影部３６０（例えば、携帯端末のカメラ機能）のファインダー画面に表示されるガイ
ド画像であってもよい。また、撮影ガイド情報は、端末装置３００の出力部３４０から表
示又は音声出力されるアドバイスメッセージであってもよい。また、撮影ガイド情報は、
「必須」「任意」といった撮影の優先度を含めてもよい。
【００５２】
　当該ガイド画像は、例えば、図３（ｂ）及び（ｃ）のファインダー画面の中央に示され
るように、撮影するバッグの置き方や向きを案内する白抜きの補助線表示であってもよい
。当該アドバイスメッセージは、例えば図３（ｂ）及び（ｃ）の下部に示されるように、
「正面から撮影しましょう」であったり、「底面を撮影しましょう」であったりといった
テキストメッセージであってもよい。また、当該例は表示の例を示したが、勿論音声出力
でもよく、また、撮影をナビゲーションするキャラクターと共に案内表示してもよい。ま
た、これらのガイド画像及びアドバイスメッセージには、専門家が商品の真贋を見分ける
際に着目するポイント（例えば、商品の傷や痛み、商品のブランドの刻印やシリアルナン
バーなど）を含めて構成してもよい。このような構成により、ユーザが、専門家が有する
知識なくしても、出品対象の商品が評価されやすいように的確に撮影することをアシスト
することができる。
【００５３】
　取得部２１１において、記憶部２３０に記憶されるこれらのガイド画像の画像データや
アドバイスメッセージのテキストデータ（以降、「ガイド画像データ等」という）の取得
方法は、例えば、次の（１）（２）の取得方法のように検索され、取得されてもよい。
【００５４】
　（１）予めテンプレートデータとして端末装置３００の記憶部３３０や情報処理装置２
００の記憶部２３０に主キー情報と共に記憶して、端末装置３００の受付部３１１が受け
付けた選択されたカテゴリー情報を検索キー情報として検索し、当該検索キー情報に合致
する主キー情報をもつ記憶されたガイド画像データ等を取得する方法、（２）予めテンプ
レートデータとして記憶せず、端末装置３００の受付部３１１が受け付けた選択されたカ
テゴリー情報を基に、生成部２１２に撮影ガイド情報の生成を要求し、生成部２１２が動
的にガイド画像データ等の一部又は全部を生成したガイド画像データ等を当該要求に対す
る応答として取得する方法を用いてもよい。
【００５５】
　また、取得部２１１は、端末装置３００の撮影部３６０で撮影された画像情報に基づい
て、出品する商品の商品情報を取得してもよい。取得部２１１は、具体的には、端末装置
３００からネットワーク４００及び通信部２２０を介して撮影された出品対象の商品の画
像情報が伝達されると、当該画像情報から特徴量を抽出し、抽出した特徴量に基づいて、
予め構築し、記憶部２３０に記憶されたパターン認識モデルを用いてパターン認識し、ど
ういった商品かを推測してもよい。
【００５６】
　取得部２１１は、このように推測することで、出品する商品の商品情報を取得してもよ
い。当該パターン認識モデルは、教師データにより教師あり学習を行うことで予め構築し
てもよい。当該教師データには、所定の期間、記憶部２３０に蓄積されたユーザが商品を
撮影した画像情報と当該画像情報に紐づく商品の商品情報の組み合わせを用いてもよい。
このような構成により、ユーザの撮影した画像情報と商品情報の紐付けを機会学習し、教
師データが蓄積されればされるほど学習され、パターン認識モデルの精度が向上し、精度
よく商品情報を取得することができる。取得部２１１は、取得した出品する商品の商品情
報に基づいて、出品対象の商品の出品情報を生成し、端末装置３００の出力部に伝達する
。
【００５７】
　ここでいう「商品情報」とは、出品対象の商品を示す情報であり、例えば、商品の正式
名称、型番、種類（カテゴリー）、定価、相場金額、サイズ、色（メインカラー）、販売
元、製造元、付属品、販売対象エリア、販売対象人物等を含んで構成されてもよい。また
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、ここで「出品情報」とは、出品対象の商品を示す商品情報に加えて、出品対象の商品が
撮影された画像情報、出品対象の商品に関するユーザによる入力部３５０で入力を受け付
けた入力情報、販売金額候補又は買取の査定額等を含む商品を出品するための情報である
。
【００５８】
　取得部２１１は、例えば、機械学習を用いてどういった商品かを判別して推測する場合
に、具体的には、（１）ＳＶＭ（Support Vector Machine）を用いる方法、（２）ＳＶＭ
でパターン認識した結果を、更にカーネル法を用いる方法、（３）ディープラーニングを
用いる方法等によって商品を推測等してもよい。
【００５９】
　取得部２１１は、上記（１）のＳＶＭを用いる方法においては、ユーザが撮影した商品
の画像情報を特徴量として、教師あり学習を用いるパターン認識モデルとしての判別モデ
ルを、学習データ（サポートベクトル）からクラスの決定境界を、各クラスのサポートベ
クトルと決定境界との距離が最大となるよう決定して構築してもよい。当該判別モデルの
決定境界によって画素信号を線形分離することで、（各パターン識別をして）パターン認
識して、画像情報に写された商品がどの商品かを判別してもよい。
【００６０】
　取得部２１１は、上記（２）のＳＶＭでパターン認識した結果に対してカーネル法を用
いる方法においては、高次元の特徴空間へ写像し、当該高次元の特徴空間の特徴ベクトル
に変換することで非線形分離して、画像情報に写された商品がどういった商品かを判別し
てもよい。
【００６１】
　取得部２１１は、上記（３）のディープラーニングを用いる方法においては、多層のニ
ューラルネットワーク（階層型ニューラルネットワーク）を構成し、誤差逆伝搬法を用い
て、ユーザが撮影した画像情報を入力し、入力層、中間層（２層以上の中間層を備える）
において重み付けを行い、出力層で出力させる。また、教師データとなる蓄積された商品
が撮影された画像情報と当該商品の商品情報の紐付けデータの特徴量等の教師信号と出力
層で出力との誤差に基づいて各層の重み付けを更新し学習して、パターン認識モデルとし
て構築する。取得部２１１は、このように構築したパターン認識モデルを用いて画像情報
に写された商品がどういった商品かを判別してもよい。
【００６２】
　また、取得部２１１は、撮影部３６０で前回撮影された画像情報に基づいて、次の撮影
をアシストするための新たな撮影ガイド情報を取得してもよい。取得部２１１は、取得し
た撮影ガイド情報に基づいて、前回撮影された画像情報が存在するかどうか記憶部２３０
を検索して、当該画像情報を取得してもよい。取得部２１１は、具体的には、例えば、取
得した撮影ガイド情報に紐づく先に繋がる撮影ガイド情報が存在するか記憶部２３０を検
索し、合致する撮影ガイド情報が存在した場合には、当該撮影ガイド情報に対応付けられ
た画像情報を検索し、取得する。撮影ガイド情報同士の紐付けは、例えば、一連の撮影ガ
イド情報の識別番号を記憶してもよいし、それぞれの撮影ガイド情報に先に繋がる、又は
、後に続く撮影ガイド情報の識別番号を各々記憶してもよい。
【００６３】
　また、取得部２１１は、撮影部３６０で前回撮影された画像情報が存在しなくとも、次
の撮影をアシストするための撮影ガイド情報を取得してもよい。取得部２１１は、具体的
には、取得した撮影ガイド情報の紐づけに関する情報（一連の撮影ガイド情報の識別番号
又は前後に繋がる撮影ガイド情報の識別番号等）に基づいて、次の撮影ガイド情報を、記
憶部２３０を検索して、取得する。取得部２１１は、取得した次の撮影ガイド情報を端末
装置３００の出力部３４０で出力させるために伝達する。
【００６４】
　生成部２１２は、取得部２１１からの要求に基づいて、動的にガイド画像データ等の一
部又は全部を生成したガイド画像データ等を生成し、取得部２１１に撮影ガイド情報とし



(12) JP 2019-12474 A 2019.1.24

10

20

30

40

50

て応答する機能を有する。生成部２１２は、例えば、アドバイスメッセージのテキストデ
ータの生成であれば、自然言語処理の技術を用いて、入力されるカテゴリー情報のテキス
トデータを形態素解析及び構文解析等によってコンピュータが認識できる形式的な要素に
分解した言葉等の集合にして、当該集合に含まれる要素に基づいて今度は記憶部２３０に
記憶されるアドバイスメッセージの要素を抽出し、抽出した要素を組み合わせてアドバイ
スメッセージを生成してもよい。ガイド画像データにおいても同様に、記憶部２３０に記
憶された、分解された画像又は画像を描画するための指示データ等の要素を抽出し、抽出
した要素を組み合わせてガイド画像データを生成してもよい。
【００６５】
　更新部２１３は、取得部２１１が取得した商品情報に基づいて、新たな撮影ガイド情報
を更新してもよい。更新部２１３は、更新した撮影ガイド情報を端末装置３００にネット
ワーク４００及び通信部２２０を介して伝達してもよい。更新部２１３は、具体的には、
例えば、ユーザが選択したカテゴリー情報が「ハンドバッグ」だった場合、取得部２１１
が取得した商品情報に含まれる商品の種類においては、「クラッチバッグ」であれば、「
クラッチバッグ」に紐づくガイド画像データ等で上書き更新してもよい。また、更新部２
１３は、別の例として、ユーザが選択したカテゴリー情報が「ハンドバッグ」だった場合
、取得部２１１が取得した商品情報に含まれる商品の型番からどの販売元のどのハンドバ
ッグ商品かを特定することができるため、より、撮影対象の商品に近いガイド画像データ
等を検索し、取得することができる。このような構成とすることで、より精度よく撮影ガ
イドをすることができ、ユーザの撮影をアシストすることができる。
【００６６】
　更新部２１３は、また、商品情報に含まれる販売対象エリア、販売対象の人物像に基づ
いて撮影ガイド情報を更新してもよい。更新部２１３は、具体的には、例えば、販売対象
エリアにそって当該販売対象エリアに住む人が特に着目するポイント（例えば、このよう
な地域に住む人は、ブランドの刻印を特に重要視し、着目する等）を反映するよう、撮影
ガイド情報を更新してもよい。このように構成することで、出品者のユーザに対して、よ
り売れやすく見せる商品画像を取得できるよう撮影をアシストすることができる。
【００６７】
　通信部２２０は、制御部２１０の制御によって、ネットワーク４００を介して端末装置
３００又は他の情報処理装置２００との通信を実行する機能を有する。当該通信は、有線
、無線のいずれでもよく、また、互いの通信が実行できるのであれば、どのような通信プ
ロトコルを用いてもよい。通信部２２０は、具体的には、端末装置３００へ撮影ガイド情
報を送信したり、端末装置３００から撮影ガイド情報に対応付けられた出品対象の商品の
画像情報を受信したりしてもよい。
【００６８】
　記憶部２３０は、制御部２１０の制御によって、情報処理装置２００が演算及び加工処
理する際に必要な各種プログラム、データ、パラメータ等を記憶する機能を有する。記憶
部２３０は、具体的には、例えば、カテゴリー情報、撮影ガイド情報、撮影された商品の
画像情報、商品情報、出力情報、入力情報、出品情報、買取相場表情報、評価ポイント情
報（マイナス評価ポイント、プラス評価ポイント、当該ポイントに対応する金額等）等を
記憶する。記憶部２３０は、具体的には、例えば、ＲＯＭ及びＲＡＭで構成される主記憶
装置、不揮発性メモリ等で構成される補助記憶装置、ＨＤＤ（Hard Disc Drive）、ＳＳ
Ｄ（Solid State Drive）、フラッシュメモリ等各種の記録媒体によって構成される。
【００６９】
　記憶部２３０は、具体的には、例えば、撮影ガイド情報と撮影ガイド情報に対応付けら
れた商品が撮影された画像情報とを紐づけて所定の期間蓄積するよう記憶してもよい。ま
た、記憶部２３０は、例えば、商品が撮影された画像情報と当該撮影された商品の商品情
報とを紐づけて所定の期間蓄積するよう記憶してもよい。これらの蓄積したデータは、教
師データとして商品出品支援システムの機械学習に用いてもよい。
【００７０】
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　ここで、本発明の一実施形態に係る商品出品支援システムにおいて、商品が撮影された
画像情報と当該撮影された商品の商品情報とを紐づけて所定の期間蓄積するよう記憶して
、当該蓄積したデータを教師データとして商品出品支援システムの機械学習に用いる例に
ついて、図６を用いて説明する。図６は、本発明の一実施形態に係る商品出品支援システ
ムのサーバやデータベースのやり取りの構成例を示す図である。
【００７１】
　図６に示すように、スマートフォン等の端末装置３００から１．商品画像をａ．ＡＰＩ
サーバにアップロードすると、ａ．ＡＰＩサーバはｄ.型番判定機に２．商品画像から型
番をリクエストする。ｄ.型番判定機は、当該リクエストに対して、３．型番をａ．ＡＰ
Ｉサーバにレスポンスする。ａ．ＡＰＩサーバは、当該レスポンスを受けると、ｃ.型番
データベースサーバに４．型番から商品情報をリクエストする。ｃ.型番データベースサ
ーバは当該リクエストに対して、５．商品情報をａ．ＡＰＩサーバにレスポンスする。ａ
．ＡＰＩサーバは、当該レスポンスを受けると、端末装置３００に６．商品情報をレスポ
ンスする。レスポンスされた商品情報は、端末装置３００の取得部３１１等に伝達され、
取得部３１１等は、取得した当該商品情報に基づいて、出品対象の商品の出品情報を生成
する。
【００７２】
　また、図６に示すように、ａ．ＡＰＩサーバは、イベントドリブン又は周期的に、ｂ.
ストレージサーバに、７．商品画像を保存する。
【００７３】
　また、図６に示すように、e.再学習機は、イベントドリブン又は周期的に、ｂ.ストレ
ージサーバから８．再学習用データとして商品画像情報を取得する。また、ｆ.型番収集
サーバから１１．再学習用データとして型番情報を取得する。e.再学習機は、取得した再
学習用データで再学習し、９．再学習結果をｄ.型番判定機に反映する。
【００７４】
　また、図６に示すように、ｆ.型番収集サーバは、ｇ.他システムサーバから１２．型番
情報を収集する。ｆ.型番収集サーバは、１３．収集した型番情報をｃ.型番データベース
に追加する。
　図６に示すように、商品出品支援システムの機械学習を用いて学習することで、撮影さ
れた出品対象の商品の画像情報からの商品情報の推測の精度が自動で向上するようにする
ことができる。
【００７５】
（端末装置３００）
　端末装置３００は、図２に示すように、制御部３１０、通信部３２０、記憶部３３０、
出力部３４０、入力部３５０、撮影部３６０を含んで構成される。
【００７６】
　制御部３１０は、受付部３１１、取得部３１２、生成部３１３、更新部３１４を備えて
もよく、端末装置３００の各機能部を制御する機能を有するプロセッサである。制御部３
１０は、具体的には、例えば、情報処理装置２００から送信された出力情報を記憶部３３
０に記憶させたり、出力部３４０に出力させたりする。また、制御部３１０は、補正部（
不図示）を備えてもよい。
【００７７】
　受付部３１１は、ユーザのカテゴリー情報の選択を受け付ける機能を有する。受付部３
１１は、具体的には、入力部３５０から入力された情報を受け付けて、選択を受け付けた
カテゴリーを示すカテゴリー情報を生成し、取得部３１２又は情報処理装置２００の取得
部２１１にネットワーク４００及び通信部３２０を介して伝達する。
【００７８】
　受付部３１１は、一例として、撮影部３６０で撮影された出品対象の商品の画像情報に
基づいて、当該商品のカテゴリーを判定する機能を有してもよい。受付部３１１は、具体
的には、例えば、取得部３１１において取得された当該撮影された出品対象の商品の商品
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情報が伝達されると、当該商品情報に含まれるカテゴリーに基づいてカテゴリー情報を生
成してもよい。このような構成とすることで、ユーザが手動でカテゴリー情報を選択する
ことなく、撮影された商品の画像情報に基づいて取得された商品情報によりカテゴリー選
択ができるため、属人的なカテゴリー選択を排して、標準化されたカテゴリー選択、ひい
ては、撮影ガイド情報の取得及び出力をすることができる。
【００７９】
　受付部３１１は、一例として、出品する商品の出品情報（商品情報含む）の入力を受け
付けて、当該入力された出品情報の項目数をカウントしてもよい。受付部３１１は、具体
的には、図５（ｃ）に示すように、出品対象の撮影が完了すると、表示部３４０に表示さ
れた出品情報（アイテム情報）のユーザ入力のための入力画面から入力された入力情報を
入力部３５０から伝達され、当該入力情報に基づいて、入力された商品情報の項目数（撮
影された商品の画像数も含む）をカウントしてよい。受付部３１１は、当該カウントされ
た項目数に基づいて、出品対象の商品の販売金額候補又は買取の査定額を算出し、当該算
出結果を出力部３４０に伝達してもよい。受付部３１１は、一例として、当該カウントさ
れた項目数に応じて査定額を高くなるように（ユーザが入力した項目数（例えば、商品の
付属品、採寸、撮影された商品の画像など）が多いほど査定額も高くなりやすいように）
算出してもよい。このような構成とすることで、ユーザが商品情報の入力を積極的に行う
ことを促すことができる。受付部３１１が入力を受け付けた当該入力情報は、出品情報の
一部として、追加される。
【００８０】
　受付部３１１は、例えば、出品対象の商品の販売金額候補又は買取の査定額の算出にあ
たっては、市場で販売しやすい価格又は価格帯あるいは商品の買い取り又は質権設定をす
る際の査定額を推測して算出してもよい。受付部３１１は、算出した販売金額候補又は買
取の査定額を対象の商品の出品情報に含めて記憶する。
【００８１】
　受付部３１１は、具体的には、（１）取得部３１２が取得した商品情報から商品の定価
を取得する、（２）インターネットに公開される対象の商品におけるその時点の相場価格
の情報を検索して、当該情報から平均値等を算出して、あるいは、記憶部３３０に記憶さ
れた、商品を買い取る又は質権設定をする際の相場金額を示す買取相場表に基づいて、相
場価格を推測する。（３）撮影された商品の画像情報等より劣化状態を推測し、マイナス
評価ポイントを算出する、（４）ユーザにより入力された出品情報に基づいて、予め設定
して記憶部３３０に記憶した商品の入力項目と評価ポイントの対応付けにより、プラス又
はマイナス評価ポイントを取得する、（５）カウントされた項目数に応じて査定額を高く
なるように算出する一例として、カウントされた入力された商品情報の項目数よりプラス
評価ポイントを算出する、（６）インターネットに公開される対象の商品を検索した結果
のヒット件数より、プラス評価ポイントを算出する、といった算出項目を設けてもよい。
受付部３１１は、当該算出項目のうち、例えば、（１）又は（２）を基準として、（３）
～（６）のプラス評価ポイント、マイナス評価ポイントの少なくともいずれか一つの評価
ポイントを加算して市場で販売しやすい価格又は価格帯を推測して算出してもよい。この
ような構成とすることで、商品の出品にあたって、ユーザに市場で売れやすい価格を提供
することができる。なお、ポイントに応じた実際の加算減算する金額については、全て統
一した金額（１ポイントにつき１００円等）を設定してもよいし、算出項目又は商品のカ
テゴリーごとに金額を変えて設定してもよい。
【００８２】
　受付部３１１において算出された販売金額候補又は買取の査定額は、出品情報の一部と
して、出力部３４０に出力してもよい。図８を用いて、受付部３１１において算出された
販売金額候補又は買取の査定額の出力態様の一例について説明する。図８は、本発明の一
実施形態に係る端末装置３００の表示部３４１に表示される画面例を示す図である。表示
部３４１は、受付部３１１から伝達された販売金額候補又は買取の査定額の情報に基づい
て、図８（ａ）に示すように、出品のための商品情報（アイテム情報）の入力画面の一部
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（図８（ａ）の例では、最下部）に、「この商品の査定額　８，０００円～１００，００
０円」といったテキスト表示のように、販売金額候補又は買取の査定額を表示してもよい
。当該販売金額候補又は買取の査定額の表示は、（１）受付部３１１において、カウント
された入力項目数に基づいて商品の販売金額候補又は買取の査定額を算出させる場合等の
操作入力部３５１からの入力情報に基づいて当該算出結果が変化する場合には、当該算出
結果を、操作入力部３５１のユーザの入力受付に合わせて動的に表示させてもよいし、（
２）入力画面の表示や再読み込みに合わせて表示（表示更新も含む）させてもよい。受付
部３１１は、一例として、当該カウントされた入力項目数（撮影された商品の画像数も含
む）に応じて査定額を高くなるように算出してもよく、例えば、図８（ａ）に示すように
、当初の査定額を５，０００円～９７，０００円とすると、項目「付属品」に「保存袋」
と入力することで１，０００円アップして、次に、項目「状態」に「［Ａ］数回使用の美
品中古品」と入力することでさらに１，０００円アップして、次に、項目「採寸」に「幅
２５高さ１０マチ５ストラップ長２８」と入力することでさらに１，０００円アップして
、合計で３，０００円アップした査定額８，０００円～１００，０００円を商品の販売金
額候補又は買取の査定額を算出してもよい。ユーザが「出品する」とテキスト表示された
ボタンを押下すると、操作入力部３５１が当該押下入力を受け付けて、表示部３４１は、
図８（ｂ）の中央のボックスに示すように、販売金額候補又は買取の査定額を確認するた
めのポップアップ表示をさせてもよい。当該ポップアップ表示にて、「この商品の査定額
　８，０００円～１００，０００円」といったテキスト表示を中央上部に表示し、出品を
続ける場合は、「出品する」とテキスト表示されたボタンを、保存して終了する場合は、
「保存して終了する」とテキスト表示されたボタンを備えることで、ユーザは当該ポップ
アップ表示で販売金額候補又は買取の査定額で確認した上で、出品を続けるか否か判断し
て出品を行うことができる。
【００８３】
　取得部３１２は、情報処理装置２００の取得部２１１と同じ機能を有する。すなわち、
情報処理装置２００と端末装置３００のどちらで撮影ガイド情報等の取得処理をしてもよ
く、通信環境や記憶容量等、処理環境やインターネット・オークション等の商品出品サー
ビスの事業内容等に応じて適宜決定すればよい。
【００８４】
　生成部３１３は、情報処理装置２００の生成部２１２と同じ機能を有する。すなわち、
情報処理装置２００と端末装置３００のどちらで撮影ガイド情報等の生成処理をしてもよ
く、通信環境や記憶容量等、処理環境やインターネット・オークション等の商品出品サー
ビスの事業内容等に応じて適宜決定すればよい。
【００８５】
　更新部２１４は、情報処理装置２００の更新部２１３と同じ機能を有する。すなわち、
情報処理装置２００と端末装置３００のどちらで撮影ガイド情報等の更新処理をしてもよ
く、通信環境や記憶容量等、処理環境やインターネット・オークション等の商品出品サー
ビスの事業内容等に応じて適宜決定すればよい。
【００８６】
　補正部（不図示）は、取得された撮影ガイド情報に基づいて、撮影部３６０の撮影設定
を補正する機能を有する。ここでいう「撮影設定」とは、撮影部３６０の焦点、色合い又
は明るさの設定の少なくともいずれか一つの設定である。補正部は、具体的には、出品対
象の一部をフォーカスするように案内する撮影ガイド情報の場合（例えば、図４（ｂ）及
び図４（ｃ）に示すブランド刻印や図５（ａ）に示すボタンや金具や図５（ｂ）に示すシ
リアルナンバーの分かるものなどを撮影するように案内する撮影ガイド情報の場合）、焦
点の設定を撮影対象物にズームするように設定を補正してもよい。このような構成とする
ことで、ユーザが撮影設定を手動で変更しなくとも、自動で撮影にちょうど良い撮影設定
に変更されるため、効率よく出品対象の商品を撮影することができる。
【００８７】
　通信部３２０は、制御部３１０の制御によって、ネットワーク４００を介して情報処理
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装置２００又は他の端末装置３００との通信を実行する機能を有する。当該通信は、有線
、無線のいずれでもよく、また、互いの通信が実行できるのであれば、どのような通信プ
ロトコルを用いてもよい。通信部３２０は、具体的には、例えば、情報処理装置２００か
ら撮影ガイド情報等を受信したり、撮影した出品対象の商品の画像情報を情報処理装置２
００に送信したりしてもよい。
【００８８】
　記憶部３３０は、制御部３１０の制御によって、端末装置３００が動作する際に必要な
各種プログラム、データ、パラメータ等を記憶する機能を有する。記憶部３３０は、具体
的には、例えば、カテゴリー情報、撮影ガイド情報、撮影された商品の画像情報、商品情
報、出力情報、入力情報、出品情報、買取相場表情報、評価ポイント情報（マイナス評価
ポイント、プラス評価ポイント、当該ポイントに対応する金額等）等を記憶する。記憶部
３３０は、例えば、撮影ガイド情報及び当該撮影ガイド情報に対応付けられた出品対象の
商品の画像情報を紐づけて記憶してもよい。記憶部３３０は、各種アプリケーション（例
えば、撮影部３６０が実装された撮影アプリ等）が一時的に使用する各種データを記憶す
るための領域を設けて、当該アプリケーションによって使用された各種データ（例えば、
撮影アプリが出力した写真画像データ等）を一時的に記憶し、当該アプリケーションの使
用後（例えば、当該アプリケーションのログアウト後又はシャットダウン後等）又は所定
期間後に削除するものであってもよい。記憶部３３０は、具体的には、例えば、ＲＯＭ及
びＲＡＭで構成される主記憶装置、不揮発性メモリ等で構成される補助記憶装置、ＨＤＤ
、ＳＳＤ、フラッシュメモリ等各種の記録媒体によって構成される。
【００８９】
　出力部３４０は、表示部３４１、音声出力部３４２を備え、制御部３１０の制御によっ
て、端末装置３００に各種情報を出力する機能を有する。出力部３４０は、例えば、受付
部３１１が選択を受け付けたカテゴリー情報に基づいて、ユーザに対して撮影をアシスト
するための撮影ガイド情報を出力してもよい。また、出力部３４０は、記憶部３３０に記
憶された前回の撮影ガイド情報又は当該撮影ガイド情報に対応する撮影された出品対象の
商品の画像情報の少なくともいずれか一つに基づいて、次の撮影アシストのための新たな
撮影ガイド情報を出力してもよい。出力部３４０は、具体的には、撮影部３６０で前回撮
影された画像情報が存在しなくとも、次の撮影をアシストするための撮影ガイド情報を出
力してもよい（撮影された画像情報が無くともスキップして次の撮影ガイド情報を表示し
てもよい）。出力部３４０は、より具体的には、出力した撮影ガイド情報の紐づけに関す
る情報（一連の撮影ガイド情報の識別番号又は前後に繋がる撮影ガイド情報の識別番号等
）に基づいて、取得部３１１から伝達された次の撮影ガイド情報を出力してもよい。
【００９０】
　出力部３４０はさらにユーザが商品の出品を実行する前に、出品内容を確認するために
、出品情報を出力してもよい。出力部３４０は、具体的には、図３～５に示すように、ア
ドバイスメッセージをテキスト表示したり、ナビゲーションキャラクターを表示させて当
該キャラクターの吹き出しにテキスト表示したり、当該キャラクターを用いて音声出力し
てもよい。
【００９１】
　表示部３４１は、撮影ガイド情報等の各種情報を出力する機能を有する。具体的には、
例えば、ＬＣＤ（Liquid Crystal Display）ディスプレイ、ＬＥＤ（Light Emitting Dio
de）ディスプレイ、ＯＬＥＤ（Organic Light Emitting Diode）ディスプレイ等を用いれ
ばよい。表示部３４１は、制御部３１０の制御によって、情報処理装置２００からネット
ワーク４００を介して送信された表示情報等を表示する機能を有する。表示部３４１の表
示画面（撮影部３６０のカメラ等のファインダー画面に表示されるものも含む）は、例え
ば、ＨＴＭＬ（Hyper Text Markup Language）などのマークアップ言語や、ビットマップ
データあるいは圧縮処理された画像データなど、端末装置３００で画面表示可能な一般的
なデータ形式で生成されればよい。
【００９２】
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　音声出力部３４２は、制御部３１０の制御によって、アドバイスメッセージ情報を音声
出力する機能を有する。音声出力部３４２は、具体的には、例えば、内臓スピーカーによ
って実現し、直接音声を出力してもよいし、ヘッドフォン又はイヤフォンを接続して有線
又は無線で音声信号を外部媒体に出力してもよい。
【００９３】
　入力部３５０は、操作入力部３５１、音声入力部３５２を備え、制御部３１０の制御に
よって、端末装置３００に各種情報を入力する機能を有する。
【００９４】
　操作入力部３５１は、制御部３１０の制御によって、ユーザからの操作入力を受け付け
る機能を有する。操作入力部３５１は、具体的には、タッチパネル等のソフトキーあるい
はハードキーにより実現される。操作入力部３５１は、具体的には、例えば、制御部３１
０の制御によって、カテゴリー情報の選択入力を受け付けたり、撮影部３６０に対する撮
影実行操作の入力を受け付けたりしてもよい。操作入力部３５１は、制御部３１０の制御
によって、受け付けた入力情報を受付部３１１に伝達する。操作入力部３５１は、具体的
には、図３（ａ）に示すように、表示部３４１でカテゴリー情報の選択をリスト表示して
ラジオボタン等で入力を受け付けてもよいし、表示部３４１に表示される該当する商品画
像をタップすることでカテゴリー情報の選択を受け付けてもよい。
【００９５】
　音声入力部３５２は、制御部３１０の制御によって、ユーザからの音声を入力し受け付
ける機能を有する。音声入力部３５２は、具体的には、端末装置３００に取り付けられた
マイク等により実現される。音声入力部３５２は、具体的には、例えば、制御部３１０の
制御によって、カテゴリー情報の選択入力を受け付けたり、撮影部３６０に対する撮影実
行操作の入力を受け付けたりしてもよい。操作入力部３５１は、制御部３１０の制御によ
って、受け付けた入力情報を受付部３１１に伝達する。
【００９６】
　撮影部３６０は、制御部３１０の制御によって、端末装置３００に備えつけられたレン
ズから出品対象の商品等を撮影する機能を有する。撮影部３６０は、例えば、携帯端末の
カメラであってもよい。撮影部３６０が携帯端末のカメラであった場合、当該携帯端末の
カメラのファインダー画面に撮影ガイド情報がガイド画像として表示される。撮影部３６
０は、具体的には、例えば、出力された撮影ガイド情報に対応付けて、出品対象の商品の
撮影指示を受け付けてもよい。撮影部３６０は、より具体的には、例えば、入力部３５０
から撮影実行の入力がされた際に出品対象の商品の撮影指示を受け付けて、制御部３１０
の制御によって、出力部３４０に出力された撮影ガイド情報に対応付けて、出品対象の商
品を撮影してもよい。このような構成とすることで、ファインダー画面越しに表示された
出品対象の商品とガイド画像を照らし合わせながら撮影することができ、ユーザにとって
判りやすい撮影アシストを提供することができる。
【００９７】
　（動作例）
　図６は、本発明の一実施形態に係る商品出品支援システム１００の動作例を示すフロー
チャートである。
【００９８】
　端末装置３００の受付部３１１は、商品のカテゴリー情報の選択を受け付ける（Ｓ１０
）。受付部３１１は、選択を受け付けたカテゴリー情報を取得部２１１又は取得部３１２
に伝達する。
【００９９】
　取得部２１１又は取得部３１２は、伝達されたカテゴリー情報に基づいて撮影ガイド情
報を取得する（Ｓ１１）。また、この時、取得部２１１又は取得部３１２は、生成部２１
２又は生成部３１３に、撮影ガイド情報の生成を要求し、当該生成された撮影ガイド情報
を取得してもよい（Ｓ１１）。
【０１００】
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　取得部２１１又は取得部３１２は、取得した撮影ガイド情報に基づいて、前回撮影した
画像情報が存在するかどうか記憶部２３０又は記憶部３３０を検索して、判定する（Ｓ１
２）。取得部２１１又は取得部３１２は、前回撮影した画像情報が存在すると判定した場
合（Ｓ１２のＹＥＳ）、前回撮影した画像情報と当該画像情報に対応付けられた前回の撮
影ガイド情報に基づいて、撮影ガイド情報を更新する（Ｓ１３）。取得部２１１又は取得
部３１２は、更新した撮影ガイド情報を出力部３４０に伝達する。取得部２１１又は取得
部３１２は、前回撮影した画像情報が存在しないと判定した場合（Ｓ１２のＮＯ）、取得
した撮影ガイド情報を出力部３４０に伝達する。
【０１０１】
　また、取得部２１１又は取得部３１２は、取得した撮影ガイド情報に基づいて、カメラ
の設定を補正するかどうか判定する（Ｓ１４）。カメラの設定を補正すると判定した場合
（Ｓ１４のＹＥＳ）、補正部に伝達され、補正部が取得された撮影ガイド情報に基づいて
カメラ等の撮影部３６０の撮影設定を補正する（Ｓ１５）。
【０１０２】
　出力部３４０は、制御部３１０の制御によって、取得部２１１又は取得部３１２から、
伝達された撮影ガイド情報を出力する（Ｓ１６）。
【０１０３】
　撮影部３６０は、ユーザからの操作入力等の撮影実行の入力によって、撮影ガイド情報
と対応付けて出品対象の商品の撮影指示を受け付けて撮影する（Ｓ１６）。制御部３１０
は、取得部２１１又は取得部３１２が取得した撮影ガイド情報に基づいて、撮影を継続す
るか判定する（Ｓ１８）。制御部３１０は、撮影を継続すると判定した場合（Ｓ１８のＹ
ＥＳ）、取得部２１１又は取得部３１２に次の撮影をアシストするための撮影ガイド情報
を取得するよう伝達する（Ｓ１１の前に戻る）。
【０１０４】
　情報処理装置２００及び端末装置３００の各機能部は、集積回路（ＩＣ（Integrated C
ircuit）チップ、ＬＳＩ（Large Scale Integration））等に形成された論理回路（ハー
ドウェア）や専用回路によって実現してもよいし、ＣＰＵ（Central Processing Unit）
及びメモリを用いてソフトウェアによって実現してもよい。また、各機能部は、１又は複
数の集積回路により実現されてよく、複数の機能部の機能を１つの集積回路により実現さ
れることとしてもよい。ＬＳＩは、集積度の違いにより、ＶＬＳＩ、スーパーＬＳＩ、ウ
ルトラＬＳＩなどと呼称されることもある。なお、ここで「回路」は、コンピュータによ
るデジタル処理、すなわち、ソフトウェアによる機能的処理としての意味合いを含んでも
よい。また、当該回路は、再構築可能な回路（例えば、ＦＰＧＡ：Field Programmable G
ate Array）により実現されてもよい。
【０１０５】
　情報処理装置２００及び端末装置３００の各機能部をソフトウェアにより実現する場合
、情報処理装置２００及び端末装置３００は、各機能を実現するソフトウェアである商品
出品支援プログラムの命令を実行するＣＰＵ、上記商品出品支援プログラム及び各種デー
タがコンピュータ（又はＣＰＵ）で読み取り可能に記録されたＲＯＭ（Read Only Memory
）又は記憶装置（これらを「記録媒体」と称する）、上記商品出品支援プログラムを展開
するＲＡＭ（Random Access Memory）などを備えている。そして、コンピュータ（又はＣ
ＰＵ）が上記商品出品支援プログラムを上記記録媒体から読み取って実行することにより
、本発明の目的が達成される。上記記録媒体としては、「一時的でない有形の媒体」、例
えば、テープ、ディスク、カード、半導体メモリ、プログラマブルな論理回路などを用い
ることができる。また、上記商品出品支援プログラムは、当該商品出品支援プログラムを
伝送可能な任意の伝送媒体（通信ネットワークや放送波等）を介して上記コンピュータに
供給されてもよい。本発明は、上記商品出品支援プログラムが電子的な伝送によって具現
化された、搬送波に埋め込まれたデータ信号の形態でも実現され得る。
【０１０６】
　なお、上記商品出品支援プログラムは、例えば、ActionScript、JavaScript（登録商標
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）などのスクリプト言語、Objective-C、Java（登録商標）などのオブジェクト指向プロ
グラミング言語、HTML5などのマークアップ言語などを用いて実装できる。
【符号の説明】
【０１０７】
　１００　商品出品支援システム
　２００　情報処理装置
　２１０　制御部
　２１１　取得部
　２１２　生成部
　２１３　更新部
　２２０　通信部
　２２１　取得部
　２３０　記憶部
　３００　端末装置
　３１０　制御部
　３１１　受付部
　３１２　取得部
　３１３　生成部
　３１４　更新部
　３２０　通信部
　３３０　記憶部
　３３１　受付部
　３４０　出力部
　３４１　表示部
　３４２　音声出力部
　３５０　入力部
　３５１　操作入力部
　３６０　撮影部
　３７０　記憶部
　４００　ネットワーク
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【手続補正書】
【提出日】平成29年12月25日(2017.12.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　出品対象の商品の分類を示すカテゴリー情報の選択を受け付ける受付部と、
　前記カテゴリー情報に基づいて、ユーザに対して撮影をアシストするための撮影ガイド
情報を出力する出力部と、
　前記出力された撮影ガイド情報に対応付けて、出品対象の商品の撮影指示を受け付ける
撮影部と、
　前記撮影ガイド情報及び前記撮影部により撮影された出品対象の商品を表す画像情報を
記憶する記憶部と、を備え、
　前記受付部は、さらに、前記出品する商品の商品情報の入力を受け付けて、該入力され
た商品情報の項目数をカウントし、
　前記出力部は、前記記憶部に記憶された前回の前記撮影ガイド情報又は前記画像情報の
少なくともいずれか一つに基づいて、次の撮影をアシストするための新たな撮影ガイド情
報を出力し、前記カウントされた項目数に基づいて、出品対象の商品の販売金額候補又は
査定額を出力する、商品出品支援システム。
【請求項２】
　前記カテゴリー情報に基づいて、前記記憶部に記憶される撮影ガイド情報を取得し、前
記記憶部に記憶された前回の前記撮影ガイド情報又は前記画像情報の少なくともいずれか
一つに基づいて、次の撮影をアシストするための新たな撮影ガイド情報を取得する取得部
をさらに備え、
　前記出力部は、前記取得部が取得した撮影ガイド情報を出力すること、
を特徴とする請求項１に記載の商品出品支援システム。
【請求項３】
　前記撮影部は、端末装置のカメラであって、
　前記出力された撮影ガイド情報は、前記端末装置のカメラのファインダー画面に表示さ
れるガイド画像であること
を特徴とする請求項１又は２に記載の商品出品支援システム。
【請求項４】
　出力された撮影ガイド情報は、表示又は音声出力されるアドバイスメッセージであるこ
と
を特徴とする請求項１又は２に記載の商品出品支援システム。
【請求項５】
　前記取得された撮影ガイド情報に基づいて、前記撮影部の撮影設定を補正する補正部を
さらに備え、
　前記出力部は、前記撮影ガイド情報、前記補正された撮影設定を示す撮影設定情報及び
撮影された画像情報に基づいて、次の撮影をアシストするための撮影ガイド情報を出力す
ること
を特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の商品出品支援システム。
【請求項６】
　前記撮影設定は、前記撮影部の焦点、色合い又は明るさの設定の少なくともいずれか一
つの設定であること
を特徴とする請求項５に記載の商品出品支援システム。
【請求項７】
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　前記取得部は、前記撮影された画像情報に基づいて、前記出品する商品の商品情報を取
得し、前記受付部によって選択が受け付けられた前記カテゴリー情報に基づく前記新たな
撮影ガイド情報が、前記商品情報に基づく撮影ガイド情報と異なる場合、前記商品情報に
基づいて前記新たな撮影ガイド情報を更新する更新部をさらに備えること
を特徴とする請求項２乃至６のいずれか１項に記載の商品出品支援システム。
【請求項８】
　コンピュータに、
　出品対象の商品の分類を示すカテゴリー情報の選択を受け付ける受付機能と、
　前記カテゴリー情報に基づいて、ユーザに対して撮影をアシストするための撮影ガイド
情報を出力する出力機能と、
　前記出力された撮影ガイド情報に対応付けて、出品対象の商品の撮影指示を受け付ける
撮影機能と、
　前記撮影ガイド情報及び前記撮影機能により撮影された出品対象の商品を表す画像情報
を記憶する記憶機能と、を実現させ、
　前記受付機能は、さらに、前記出品する商品の商品情報の入力を受け付けて、該入力さ
れた商品情報の項目数をカウントし、
　前記出力機能は、前記記憶機能によって記憶された前回の前記撮影ガイド情報又は前記
画像情報の少なくともいずれか一つに基づいて、次の撮影をアシストするための新たな撮
影ガイド情報を出力し、前記カウントされた項目数に基づいて、出品対象の商品の販売金
額候補又は査定額を出力する、商品出品支援プログラム。
【請求項９】
　出品対象の商品の分類を示すカテゴリー情報の選択を受け付けて、
　前記カテゴリー情報に基づいて、ユーザに対して撮影をアシストするための撮影ガイド
情報を出力し、
　前記出力された撮影ガイド情報に対応付けて、出品対象の商品の撮影指示を受け付け、
　前記撮影ガイド情報及び撮影された出品対象の商品を表す画像情報を記憶し、
　前記出品する商品の商品情報の入力を受け付けて、該入力された商品情報の項目数をカ
ウントし、
　記憶された前回の前記撮影ガイド情報又は前記画像情報の少なくともいずれか一つに基
づいて、次の撮影をアシストするための新たな撮影ガイド情報を出力し、前記カウントさ
れた項目数に基づいて、出品対象の商品の販売金額候補又は査定額を出力する、商品出品
支援方法。
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